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は じ め に

「国立美術館・博物館に収入目標、未達なら再編も」。先日こんなニュースが

波紋を広げました。

国が策定した国立美術館・博物館の「第６期中期目標」で、展示事業の自己収

入比率を65パーセント以上に引き上げることや、未達成の館に対する再編検討、

入館料の二重価格導入、さらには将来的に自己収入比率100パーセントを目指す

という、極めて高い目標が掲げられたということです。

もちろん税金を原資とする交付金等で支えられる国・公立の博物館等ですか

ら、効率性・効果性を追求することは当然の責務ですが、本来、美術館を含む博

物館は、絵画や文化財の収集、保存、調査研究を行い、そうした活動の発露とし

て展示や教育普及に至るものであって、展示の収益性のみで存廃を量られるべき

ものではありません。

博物館法第26条にも「公立博物館は、入館料その他博物館資料の利用に対する

対価を徴収してはならない。ただし、博物館の維持運営のためにやむを得ない事

情のある場合は、必要な対価を徴収することができる。」とあるとおり、原則無

料とされている社会教育的意義をないがしろに、ことさら「稼ぐこと」が強調さ

れることに危うさを感じます。

舞台芸術にとっても対岸の火事とは思えません。劇場法では、劇場等は国民生

活における公共財、そこで創られる実演芸術は無形の文化遺産であるとし、これ

を守り育てていく責務がうたわれていますが、身近なところでも財政難等による

劇場の閉館や実演団体への補助金打ち切りといった報道に接する機会が増えてき

ました。

内外の緊張感が高まり、先行きの閉塞感が漂う今こそ、心豊かな活力ある社会

をはぐくむ礎である芸術文化の、貨幣では計れないけれども、貨幣では計り知れ

ない価値について、実演を通じて実証していくことが様々な不穏な動きに抗うす

べとなるのではないかと思います。

びわ湖ホールはいよいよ全館休館を迎えますが、開館以来標ぼうする「創造す

る劇場」の旗印を高く掲げ芸術を創造し続けることが、芸術の価値に関する認識

を、世の底流に静かなマグマのごとく醸成し、芸術の存在意義をゆるぎないもの

にするのだと信じています。

劇場サポーターの皆様におかれましても、これまでにも増して「舞台芸術は素

晴らしい」「びわ湖ホールっていいね」と共感の輪を広げ、いざというときに吹

き上がるマグマの蓄積にお力添えを賜りますようお願い申し上げます。

令和８年４月

 滋賀県立芸術劇場びわ湖ホール
 館 長 村 田 和 彦
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2025年度「びわ湖ホール劇場サポーター」研修の概要

◎劇場サポーター舞台芸術基礎講座（全サポーター対象）
［タイトル］びわ湖ホール長期休館について-村田館長からのお話-

［内 容］改修の内容や、休館中の自主公演についてのお話

［講 師］村田和彦（滋賀県立芸術劇場びわ湖ホール 館長）

［日 時］令和８年２月９日（月）14：00～14：40

［場 所］びわ湖ホール３F研修室

◎劇場サポーター舞台芸術特別講座（全サポーター対象）
［タイトル］改修を控え、改めてびわ湖ホールの意味と存続意義を考える

［内 容］これまでびわ湖ホールで行われたオペラを通じて、

これからのホールの在り方を考える

［講 師］中村敬一氏

［日 時］令和８年３月１１日（水）１2：0０～１3：3０

［場 所］びわ湖ホール３F研修室

◎劇場サポーター オペラ稽古見学会（全サポーター対象）
●劇場支配人』・『道化師』稽古（KHP）見学会

［日 時］令和８年1月18日(日) 14:00～（１時間程度）

［場 所］びわ湖ホール中ホール（1階席からの見学）

◎公演関連講座（直近 3 期のサポーター対象）
びわ湖ホールで開催する主催公演をより一層お楽しみいただくとともに、周囲の方々

へ積極的に公演のPRをしていただけるよう公演関連講座研修を実施。

●北欧・スウェーデンの夏至祭 関連企画 令和7年5月18日（日）

●オペレッタ 『メリー・ウィドウ』講座 令和7年 6月21日（土）

●歌劇『劇場支配人』・『道化師』講座 令和8年1月12日（月）

●歌劇 『トゥーランドット』講座（全2回）令和8年1月31日（土）、2月15日（日）

◎劇場サポーターメーリングリスト
びわ湖ホールからの事務連絡や自主交流会の案内、公演や講座の感想などの発信に用

いています。
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2025年度「びわ湖ホール劇場サポーター」自主活動の概要

1. 定例会の開催

オリエンテーション・第１回

［日 程］令和7年4月5日（土）自主交流会/年間計画紹介 ほか

第２回

［日 程］令和7年6月8日（日）オペラを3倍楽しむ方法

［講 師］清水 憲 彦 氏（1期）

第３回

［日 程］令和7年9月28日（日）バッハ チェロ組曲聴き比べ

［講 師］西口 直克 氏（9期）

第４回

中止

第５回

［日 程］令和8年2月22日（日）プロデュースオペラ「トゥーランドット」レクチャー

［講 師］岡部 正宏 氏（27期）

2. サポーター通信「Harmonia（ハルモニア）」の発行

（1）  4月 第54号（2025年春号）

（2）10月 第55号（2025年秋号）

声楽アンサンブル新メンバー、30期サポーター自己紹介ほか

※サポーター通信「Harmonia（ハルモニア）」… 

サポーター同士のコミュニケーションを図り、びわ湖ホールをはじめとする、あらゆる舞台 芸術の面白

さを外部に向けて発信することを目的とした「サポーター通信」。1998年10月から 1999年６月までに

創刊。準備号として３号を、2000年には名称を“Harmonia”（ハルモニア） として創刊号～第55号を発

行しています。 

3．サポーターズ・サロンの実施 

（１）令和7年5月18日（日） 第１回「30期新サポーターの方々を歓迎する会」 

（２）令和7年7月12日（土） 第２回「地域創造部の眞島さんとおしゃべりしよう！」 

（３）令和7年9月7日（日）   第３回「ホール休館中のサポーター活動のアイディア」」 

（４）令和7年11月13日（木） 番外編「「劇場支配人」と「道化師」」

（５）令和8年3月29日（木）  第４回「びわ湖ホール声楽アンサンブル・メンバーとおしゃべりしよう！」
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１．趣 旨 

地域や職場、友人など、人のネットワークを活かして、びわ湖ホールとそこで上演される舞台 
芸術を生活に身近なものと感じる愛好者の輪を広げることを目的に、「びわ湖ホール劇場サポー 
ター」（以下「劇場サポーター」という）を設置します。 

２．劇場サポーターの役割 

○ 舞台芸術についての情報およびびわ湖ホールで開催する公演の情報を、口コミやチラシ配布な
どにより地域や職場の方、ご友人に広く伝え、観客創造につなげていただきます。 
○ 舞台芸術に関する講座や研修を受講し、知識を広め関心を高めていただきます。 
○ 勉強会や交流会などの自主活動を通じて、ネットワークづくりを進めていただきます。 
○ 公演運営のお手伝いをお願いすることがあります。 

３．劇場サポーターの定員と登録 

公募により選ばれた方を劇場サポーターとして登録し、定員は概ね120人、登録期間は１年間 と
します。ただし、１年ごとに継続の意思確認を行いますので、希望される場合は更新することがで
きます。継続の意思確認は２月～３月頃に行います。 

４．2025年度活動 
（１）舞台芸術情報やびわ湖ホールにおける公演情報の地域や職場、友人等への広報 

 ・口コミやチラシ配布などによるPR活活動 
（２）舞台芸術に関する研修の受講 

・基礎講座  
・特別講座 
・公演関連講座 

（３）自主活動 
・交流会などの開催 
・劇場サポーター通信（Harmonia）の発行

2025年度「びわ湖ホール劇場サポーター」運営要綱
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2025年度「びわ湖ホール劇場サポーター」の内訳

１期 1名 
３期  4名 
５期 1名 
６期 2名 
７期 2名 
８期  2名 
９期 4名 
10期 2名 
11期 2名 
12期 1名
13期  4名 
14期 2名 
15期  2名 
16期  3名 
17期 1名 
18期  4名 
19期 1名 
20期 2名 
21期 5名
22期  4名 
23期   11名 
24期 7名 
25期  7名 
26期  7名 
27期 9名 
28期 5名 
29期   11名
30期    12名

● 滋 賀 県 
大 津 市    60名 
草 津 市  7名 
栗 東 市  1名 
守 山 市  4名 
東近江市  1名 
米 原 市    1名 
長 浜 市  1名 
湖 南 市  1名 
近江八幡市  2名 
蒲 生 郡  1名 

● 京 都 府    26名 
● 大 阪 府  5名 
● 兵 庫 県  2名 
● 奈 良 県  3名
● 愛 知 県  1名 
● 神奈川県    2名

計 118名

［期 別］ ［居住地］
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2025年度「びわ湖ホール劇場サポーター」活動の様子

令和8年第5回2月22日定例会の様子

令和7年7月12日第2回サポーターズサロンの様子

令和8年2月9日第1回基礎講座の様子 令和8年3月11日第1回特別講座の様子

令和7年7月12日サマーパーティーの様子
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